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会館4園闘岨H

車4固講演会報告

酉付属簡 (京..府立滞京高.字犠〉

8毎回をむかえてNPO法人高山星空ネットワータの第4回天口文学割... 舎
が京都大学時割h台国際浸潤ホールEで2依沼年6.sll1闘午後1時初分か

ら開催されました.まず、 a健闘商用盟事誕Z港駐.o.ち.、副可努金理事長!と
よる会の紹介と換を..'行われ哀した.
まず、神戸文学肉弁書草書場闘史のご調抑制sらはじまりました.cガDレ

オの見~太踊来 事実々 が見る太鴎'" .いラタイトルでした.
「訟はこの"に神戸大字を若宮L名

書場周.こなりましたよろし〈お願いし
ます'.J~自己縮介されて、ガロレ.. の
研究業組を繍介していただきました.ガ

リレ.. が行q たランタンによる卦""測
定実除草週闘とよる天体布砲臥相Z木
星の 4大衡且の男児を浴ぺられた袋、先

生は実働鼠から地鋤鹿、の褒"'.太陽
系轟昼指見史を述べられました」ニ昌一

トン力学にもとづ<an¥昼「ヌ正昼」
の要旨見 184.年その天童星の験道のふ

らつきから、坤咽の天体があるk仮定した軟越暗暗を実輝し予報の位置に
..."昼『梅玉昼4量発見したと..さらに1邸初年に指見された第...昼

'"豆墨Jの不思峰、つまり 位事調郷"・年の雪ちの前初年明も梅玉星
の航遁の内側に入るこど、航越の傾き 17・あり、また大きさがた虫、ん j、さ
〈、「月」の..で太臨系の7つの衛星が冥王星よ り大きいこ~. I! 10 
a星金提す宙実みも."られ内オ』ψ トの雲、エッジヮース方イパーペ Vド
の研究や笥瞳も進んだ事を制介していただ舎ました.
"に冥王星は轟星でな〈なコたのかのお砥膚昼震語a問題の努舗は末岡崎

系J内情量棒 ζ 見つかっ~天体が嘆玉昼より大きいことがわかった'''''施年}
から旬、虚基向島舗が鍵かったの守"'"年::1 A Uで次のように決定しま
した "太陽の周りを函る bl 大きな質量で刻明参 d 掃き柵I~られて航
道上に天体場無も、.これを以て轟昼とするkしたkのこと.太陽燕列ゆ'"
体主"'"隼とろから CDDで観劇が絡まり、 1ゆ但隼に最初乙発見.叡湖@
停には"∞偏見つか' 軌道同形もよくわかっています太臨系外網目体
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の観測データから離心串と軌道長半径の図を位相空聞の図をよく見ると特

徴があるのがわかります。太陽系の形成史から天王星、海王星のような大

惑星に、よって 100天文単位付近に大きな離心畢を持つ新しい惑星が散乱

され、木星から海王星も軌道半径を大きくしたという研究をお話いただき
ました.その地球規模の新惑星の探し方も教えて頂きました。 5年以内に見

つかるかもということでした。

次のご講演は、岐阜大学名替教授の若松謙一先生の「それでも我々は動

いている」でした.

先生のお話も世界天文平にちなんだ

「ガリレオ」の判快文から始まりまし

た.ガリレオとそれ以前の世界体系の

紹介と地動説の在拠である年周視差発

見にまつわるお話でした。次にコベノレ

ニクスから 290年、ガリレオ裁判から

217年、 1833年に南アフリカでケンタ
ウルス座α星の年周視差をへンダーy

ンが発見したこと、 1783年ハーシェル

による太陽の運動の発見{地球だけでなく、太陽も不動ではなかった入後
に京都賞を受賞したオールトの銀河系回転の発見、 1920年の宇宙スケール

論争(シヤプレイとカーティス)、 1924年のハップルによるアンドロメダ

大星雲が銀河系外大天体であったことの発見、 1929年のハップルの法則と

宇宙膨張の発見、宇宙の構造と局所宇宙の運動(グレートアトラクタに引

き寄せられている)について聴衆を飽きさせることなくお話をされました。

最後に最近のご自身のご研究のご紹介で、赤外線を利用した全天サーベイ

と赤方偏移の測定 (10万個の銀河完了)、これを利用してグレ]とアトラ

クタを発見したいとのことでした。

最後にガリレオ裁判にた

いするローマ法王の見解

とガリレオの名誉回復に

ふれられ、ローマ法主の
演説から 21世紀は I調和

ある発展」が大事と締め

くくられました。


